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Flux-Concentration Curve 
Eiji Obata and Haruo Watanabe 
Abstract 
In this paper a continuous thickener operation at st巴adystate was treated. Batch settlin日curv巴swer巴
classified into thre巴typesby initial concentration. At each concentration range， operating condi tions， coロー
centration distributions and area of thickener were observed巴xp巴rimentallyand compared with the predicted 
V品luesfrom solid flux-concentration curve 
The disign of thickener area must be distinguished in feed slurry concentration whether it belongs to fre巴
settling of typ巴 1or hind巴r巴dsettling of types I and II. When feed concentration decreases below a certain 
limit， the suspended particles will be lost in the ov巴rflowwithout the change of fe巴dsolid flux. At steady 












































































C (Qo/A-v) ニ coQo/A (2) 
溢流が清澄では co=0であるから cuQu=











および接点Nの濃度 CJ， Ccは(1)式を満足する沈降層濃度であり， LNとc軸の交点Pは(1)式の排












は図 ]の DEFで示される。図 2の固体流束曲線で，初濃度 Cflの単分散試料の回分沈降を
考えると，その自由沈降i宝度は OBの傾きに等しし容器底に形成されるスラッジ層濃度は C∞
であり，その上昇速度は BJの傾きで表わされる。図 ]の回分沈降曲線と図 2の同体流束曲
線の対応はつぎのようになる。
どこ DEHE = ζ BOJ， L EOt = どこ BJO 
図-5で供給濃度々がCf<C[のとき，連続シ yクナーの排泥濃度は排泥速度により任意に設




Cf (Vf+QU/A) =cuQu/A=OJ < CfQf/Aニ OG (4) 
となり ，(CfQf-CuQ叫ん4二 JGの同体流束が溢流口から逸出する。操作線GIを満足する沈降層


























OCQ2 C1JC， C" 
















初農度を図 2のEに対応する Cf2とすると，定速沈降速度は OEの傾きであり，臨界濃度は














このとき tanL EGO=Qul/Aであり，排j尼濃度は CUlである。供給濃度，排j尼速度一定のもと
で供給量を Qflから Qf2に増加させると，排泥濃度は変らず溢流中に単位時間にあたり
の(Qf2-Qfl)の固体粒子が逸出する。この場合の溢流濃度 C02は次式より求められる。













[cv十C(Qu/A)J min=CfQf/A=CuQu/A (7) 
上式の左辺が最小値となるのは d(cv)/dcニ Qu/Aのときであり， (7)式を満足する濃度は図
4より C1およびのである。図-4においてらから固体流束曲線にヲ 11，、た接線MNの傾きが
tan -1 (Giu! A)となるから，Quが与えられればi溢流清澄の条件をみたす所要面積Aが求められ
る。あるいは MNと縦軸との交点Lは CfQf/Aであるから，Cf， Qfを与えれは、Aが求められる。
これが吉岡の方法であり， (7)式より求めるのが Coeand Clevengerの方法2)であり，基本的には
両者の所要面積が同一で、あることが認められる。ただしこのときの詮C1でなければならない。
5. I類沈降濃度域(高濃度域)








CuJWul _ A 
操作線 1: abfil Or abfghl 
操作品集2: abdjk 
操作線3: abejm or abegim 
図-7 連続シックナー操作の作図法と
理論槽内濃度分布(1II類沈降)






Slurry pump Tank 
図-8 実験装置概略図
国体流束曲線を用いた連続シックナーの解析 429 
図-7において，初濃度を Cf，供給量を QfJ， 排泥量を QUlとすると操作線は直線1となり，
固体流束曲線と接することから臨界負荷操作であることが知られる。 II類沈降濃度域において
は沈降層濃度は必ず供給濃度より小さし供給濃度による制約はない。溢流清澄の条件で操作
線 lの(1)式を満足する沈降層濃度は C11，およびのであり，排泥濃度は CU1となる。操作線1よ




























Hf Cf Qf Qu Cu es Cu es Cc es Cl es C2 es CH=5 CH=15 CH=25 CH=35 Co es CO ob 



















































































































































































































































































































































22t 10 118 147 27 430 360 157 122 170 124 120 120 48 60 













10 117 160 
5 65 234 
30 114 200 
20 107 173 
20 63 295 
20 66 315 
83 226 227 
91 167 163 
42 332 310 135 
46 310 285 132 
64 268 205 125 
80 240 232 118 











0488 g /cm2 • minを縦軸に，排泥速度0_133
cm/minを傾きにとると固体流束曲線との交点
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濃度は Cf1 (II類沈降域)と Cf2 (II類沈降域)で， ともに沈降層濃度である操作線と固体流束
曲線の交点G，Hの濃度より大きく供給濃度の制約はない。
Run17の操作は未負荷操作であり，供給固体流束を点Bの0.092g /cm2 • minから点Eの
0.llSg/cm2・mmまで増加しでも溢流清澄な操作となる。 Run17の槽内濃度分布は沈降層濃




















(昭和 52年 5月 19日受理)
使用記号
Aニ槽面積 Cm2]，c=固体濃度 Ckg/m3]，Hニ槽高 Cm]，t二時間 Csec]，v=粒子群沈降速
度 Cm/sec]，Q=体積流量 Cm3/sec]
〔添字] c =臨界， fニ供給， 0ニ溢流， u=排泥， 1 =沈降層， 2ニ溢流層
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